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市、米子市に4つ、単諸学院が 2つある。 ロック単位など広域即応mで行う必要があるのではない

バラメジカノレスタッフD養成は、県単位ではなくてプ かと考える。

刊〉過疎地域における母子健康センターの役割と

業績に関する調査研究

全国母子健康セシター述合会 竹 ヰオ 秀 男

1. 研究目的

わが国の母子健康センターは、昭和33年度から因。母

子保健対策の主要な一環として、母子保健がおくれてい

た農山漁栄地域を対象として、市町村を設置主体として

発足した。以来、昭和47年度までに全国各地に合計 616

ヵ所の母子健康センターが開設されている。

わが国。母子健康センターは、腕産部門と保健指導部

門をもち、市町村における母子保健の総合的な施設とし

て国庫補助金によって設置されてきた。発足初期の頃は

助産部門に重点がおかれ、当時非常宇多かった農山漁業

地域における不衛生な自宅分娩や無介助分娩の解消をm:

要な目的としていた。これと同時に、いわゆる「へき地」

の母子保健事業の拠点と Lての役割lが監視されていた@

したがって、母子健康セ γターが設位されている地域の

大部分は過疎地域であるといえる。

こりような構想にもとづいて設けられてきた母子健康

センターが、これらの地域においてどのような役割を果

し、どりよ事に活用され、どりような成果をおさめてき

たか。これについてまず、概括的な掬査を行い、次にい

くつかの突例について具体的な母子健康セ γ ターの役

割、機能、業絞を分析し、さらに今後の問題点や課題に

ついて検討した。

2. 調牽対象と研究方法

概括的な母子健康センタ-<0役割、機能楽績について

は、社団法人全国母子健康セソター迎合会D各道県支部

の協力により、全閣の母子健康センターのうち 350ヵ所

を対象として調査票を送付L、主として各センターの保

健指導部門の最近 1年聞における事業突獄、すなわちセ

ンターにおける妊産婦および乳幼児の健康管理・保健指

導、育児相談および各種。母子保健教育活動などの突施

状況を調査した。

次に過疎地域における母子保健o改替に成果をあげた

実例として、長野県大附村母子健康セ γター、栃木県茂

木町〈もてぎまち〉母子健康也ンター・高知県土佐町母

子健康センター、和歌山県大塔村母子他康セ γター、ま

た離島で活躍している母子健康セ γターの突例として、

長崎県上五島町母子健康センタ一、以上5ヵ所。母子健

康センターについては、全国母子健康センター述合会、

および同会(T)5 Jt、支部の協力により、現地訪問調査を行

って、これらり母子健康センターが来した役割、業績お

よびその成呆を調査検討した。

最後に、過去15年間母子保憾の推進に各地において著

しし、役割を来してきた母子健康ゼγターは、高度経済成

長に伴う激しい社会変動のなかにあって、今や犬きな転

換期に直面L、多くの課題をかかえている。その問題点

と、今後の課題について検討を行なった。

3 調牽成績

(1) 助権部門町役割

後述する無医村または無医地区。突例、離島宇山間辺

地の突例によって示されているとおり、農山漁業地域に

おける不衛生な自宅分娩や、無介助分娩は、母子健康セ

シターの開設された地域では、急速に解消または激減

し、これによる母子保健改善へり寄与は多大なもりがあ

った。

なお、出産のため母子健康センターに入所する期間は

産後概ね 7日間であるが、こり期間には、助産婦による

完全君護が行われており、産後の保健指導と、新生児の

育児指導が懇切に行われているととも、母子健康センタ

-<0助産部門の優れた特色である。

次に第 1表の「母子健康セ γター使用料調」に示され

ているように、一般医療機関における入院分娩の費用と

比べ、母子健康センターの、助産部門町使用料は、公蛍

事業であるため、きわめて低廉であり、都市と比べて所

得水単の低い農山漁業地域においては福祉の函でも役立

っているといえる。
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別表の母子健股センター保健指噂部門の状況<1>(11r妊
産婦健康診査及び保健指導。突施状況J(第2表)(21 r乳
幼児健康診査及び保健指導J(第3表)(3Jf保健指導部門

むその他D指噂業本j(第4表〉り 3項目に分類して調査

した結果、下記の「概要」に示した梁績を知ることがで

いる。すなわち、 「妊産婦の健康診査及び保健指噂」に

ついてみると、妊婦検診(集団検診〉はーセ γタ一平均

21回(1ヵ月約2回〉実施されており、ーセ γタ一平均

り年間受診妊婦の突人員は144入、受診器68.2%、一妊

婦の年間平均受診回数は2.6固となっており、かなり悶

い突施成績であるといえる。

次に、産後D保健指導〈個別指滋〉はーセシター平均

年36.5回、指導延人員は27人となっている。乳児検診

(集団検診〉は、ーセシター平均年17回、受診突人員

は187人、平均受診率は93.1%1人の乳児0年間平均受

診回数は2.9固となっており、妊婦検診よりもさらに向

い受診率を示している。

幼児の保健指導は3才児検診を中心にLて行われ、ー

センタ一年間平均指導突入員は 165人である。その他の

指導事業としては、家族計画指噂(ーセ γタ一平均年間

個人指噂159人、集団指導128人〉、母子栄養指導(ーセ

シター平均年間10回、指導延人員250人工育児相談〈ー

セγター平均年間20回、延人員285人〉、母親学級(ーセ

ンター平均年間7回、受講延人員122人〉、婚前学級(ー

センター平均年間1回、受講人員38人〉となっている。

この調査結果からみて、妊産婦、乳幼児D健康管理や

各種の保健指導にはかなP活発に活用されており、地核

母子保健事業り拠点としてきわめて有力な施設として、

活動しているといえるであろう。じかし、婚前学叡を行

なっている回数がまだきわめて少なく、今後。課題。ー

うといえる。

なお、以上の諸事業はいずれも母子健康セシターD所

内事業であって、センターに遠隔な地区については、4l-

母子健康センターに配備されている「巡回母子健康指噂

車Jiこよって、部落単位の巡回指導または家庭訪問指噂

が行われている。

さらに、この保健指話事事は娃産婦の輸送や急を要する

病院輸送にも活用されており、母子健康センターの有力

な機動力になっている。

〔母子健康センターの保健指導f部門におけるi)>梁実施

状況の概要〕

。調査対象母子陸U康セ γター白数 350 

セyター調査表集計率 86.7%) 

。調査項目

妊婦検診の実施状況、産婦保健指噂の実施状況、乳
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児検診の突施状況、幼児保健指噂り実施状況、家族

計画指潟、母子栄養指滋、育児相談、母親学級等D

実施状況

。調査結果

〈調査衰を集計した 350センターの昭和46年度におけ

る1年間のーセ γター平均由実施状況の調査結果〕

1. 妊婦検診

ーセシター平均年問実施回数 21回

H 受診妊婦突人員 144人

H 受診率 68.2% 

11 受診妊婦延人員 377人

11 一人平均受診回数 2.6回

2. 産婦保健指噂

ーセンター平均年I由実施回数

11 指瀞突人員

H 指導延人員

3 乳児検診

36.5回

81人

217人

ーセンター平均年間実施回数 17回

H 受診突人員 187人

H 受診率 93.1% 

11 受診延人員 560人

H 一人平均受診回数 2.9回

4 幼児保健指導 (3才児を中心に〉

ーセンター平均年間指噂突人員

H 年間指導延人員

5. 家族計画指噂

165人

222人

ーセンター平均年間個人指導判数 159人

H 年間iJ!昼間指滋件数 128人

6 母子栄養指噂

ーセ γタ一平均年問実施回数

11 年間指導延人員

7 育児相談

ーセンター平均年問実施回数

H 年間実施延人員

8. 母親学級

ーセ γター平均年間開催回数

H 年l間受講人員

9. 婚前学級

10回

250人

20回

285人

7回

122人

ーセンター平均年間開催回数 1回

11 年間受講人員 38人

10 以上のほか「へき地J地区に対する巡回母子

保健指導、家庭訪問指噂等が行なわれている。

4. 母子健康セシターの役割とその成果に関す

る実例調査(現地訪問調査によるもの}



松島弛・過疎地域の母手保健り調査研究

。)無医村における母子健康センターり実例も 川 口屯ンター調設後は保健所の応援と町内D母子保健関係

長野県東級郡木岡村に母子健康セγターが設置された 煮り協力により、セγターを拠点として全町的な母子保

田は、昭和36，年8月、この村は人口3，700、戸数:670戸の 健総合計画をたて、無医地区に対しては特に重点的な母

山村で、総面積46.47平方キロL農地は僅か15.4%、山 子り健康管理と保健指導の徹底に努力Lた。その結果、

林が73.591>，"(山岡部旬、わゆ57?井地守ある。，1， け 母子保健向指様である乳児死亡率は次のとおp著\.-，~低

村由中Q部になづ判、る役場;のある梨点は、探商810シゾ下L、栃然県内で時もちろん、全国的巴みても毛デJレ地
メートルゼゐり、母p干健康セ!ジターは、:役場かち約700，..;域といえる瓦うな輝かしい成果をあげえいる。

メL トノレの標高850'"ート，J)のz山肢に建てられている。 一 。茂ボ吋の乳児死亡率の推移

1日6往復のパスだけが唯ーの交通機関で、所管保健所J 母子健康セ日夕ー開設当初の昭和40年から45年まで白

句AM篠井ポまで24打、信越線戸禽駅まで、初当0キロし 乳児死古率ゐ推移〈み口1;0∞対〉

も:ある。得拐のすぐ鈴りに村呉診療所があるカ，t'~:，医師は 吋~~p年 連1.8

L人もいなし、無医村君ある。隣接町村品ら1日J担きに交レ '41υ 29.7 

替で医師が来所するが、夜間の診療は村内では受けられ 42 22.2 

なh :に '，:( γ1tf li l:、 i-T プ昇 '33.0 

'i""'7"見しτ、こんな不使な山間地帯に設けられた母子健 ン44， ，;11.6 

属品ンター引事業は成り立つが乞Iうか、;疑問に恩われ、、 45 :76 

た。しかし、セγター開設後の業績をみると、助産部門 担)無介助分娩告解消した実例

はフルに利用されており、セ、汽ター開欝前は村明。大部，.f 高知県土佐郷土佐町。母子健康センターは昭和33年にJ

やお産民不衛生な家庭環境の静滑りI自宅分娩ずあった，，~ 県下第~，~今セソヰ。ーと Lて開設された。当時は町有比
が、!セγタ::-::-:開設後1:'..........2年りあいだに自宅分娩はほと、川なく土佐村tであっt.to総商<1)84%が山林で、全くの山村

お主解消毒説記。，印、も、伝説号世帯ぷ多いの夫、全分 ν〆へき地でああ特止町を2分Lている山丘の片一方治地

娩の78.4%符児童福祉法に墓よ公費負担による靖燈入所一 1 区は陵の孤島ともいうべき隔絶された部落が点在¥.-:亡しイ

分換であ右手;色、経説的な商品Jら1も村民に大きな福祉を; る。

書記らしでR弘 行 :r J r r 、 母子縫成るシタ主主設置する以前ほLこの隔絶さおた;

i'北ンタ~<1)保健指導部門詰まことに活発な活動を行な 地区には産婦人科ば1入もおらず、助産婦も皆無というt

っているイ村内の妊産婦、乳幼児の検診や保健指導がす 状況であったため、分娩は大部分医師にも助産婦にもか

べて申対象若にゆぎわたって玉、るるまた、家族計淘ゃ母 :旬、れなし、索f.分娩、'-'j-なわち前時代的な無介助分鋭セあ{

さ保健の怠織的な指導が企村弘浸透し清おり、入土妊娠:、った。

南I絶が減少，\.-~: ~L児死亡も者Lく減少ιている。， 当時村両自全出走の50%近くが無介助分娩であっ説。i

センターの逝蛍計画によると、妊婦検診は月 3回、要 はそりためであった。昭和33年にはじめて母子健康セγ

注意の妊婦結検診漏れり娃婦につかては月 1回目健康栢 f ターの制度が発足ずると同時に、全村をあげて県下第1

4単家庭訪白岩行妨みているγ資生活指導は年近回、娃;号の母ヂ民援セγタ;-<1)設置にとり組、£だ。そり設陸場

規宵科検診京年4臥i乳児検診年，4回、山幼児検珍年2 "f所は、時湾孤島とポクている問題の地面乙きめられ走。

回よこのほ:i1~乳幼児の育児相談以毎月定期的に 3 回行な そして、他町村から2人の助産婦を移入し、村の職員とt

わキてし、h- u 、! 円して、母矛健康セ伊ーに常勤させた。以来2年間のあ

「乙れら吟検診や指導はいずれJも1∞%近い実施率に逮 t いだに、宇め地区qj'出産はすべて母子健康センターぎ取J

L吃いる。?支宅ど齢折、母子保健白総合的な拠点として !ι{ り扱うよ

i 己由村の健康ゼンタ-叶tは主、無握村D火陥をカか〆パミμ-して立 F れと同時和t己己"挺婦検、診1やや乳児の健康診釜、保健指司噂帯事寧ずL、背梓

派な業績をあげている。 児相談も定期的にセγターで行われるようになり、母子

三次に、無医村でt土、ないが山間人き地ぷ無医地足、宮沢山:;;保健事業民大きく前進した。

がかえてしも通栃木県芳賀郡茂米町〈もtぎまち)の母子 こりよるな無介助分娩解消のケースは土佐吋のみもは;

静寂セジ夕、九の活動とその成恭平;?いてのベる~.，l! .;3 なし、。和~山F商号，1!l，郡天塔村におしぺも全く問機pが
J 茂木町のセシターは昭和40年に設寵されたが、セシタ 態があった。こり村は、和歌山市から車で1時間足らず

ド設置前は山間部り録医地区が多いたお、医療めおくれ円で行けるところで、'毛れほどへき地と主忠われなん地域『

から乳児死亡率がきわめて高かった。 であるカ1、四万が山に固まれていて、山間部の部落には

=105=， 
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第2表保健指導部門の状況

、~

妊娠鼠数 〈イ〉妊 婦 検 診
道 府 frl~ セγタ数

数 l 突入員 | 延人員
総数|平均総数|平均総数 l平均

北 海 道 11 2.14~ 196 136 12 1，715 155 7，546 686 
背 森 3 625 208 15 5 317 105 603 25001 3 岩 手 13 3，00 231 265 20 2，079 159 6.541 
官 披 15 2，402 160 172 11 1，428 95 3，345 223 
秋 111 2 306 153 105 53 330 165 自89 494 

山 形 6 1.145 190 65 
111 B 676 112 1，075 179 

活『 長 11 2，401 218 216 l，09070 0 99 2，383 216 
1決 8 1.457 182 158 19 121 2，783 347 
栃 木 14 6，360 454 193 13 1，539 109 3，244 231 
群 馬 7 1.051 150 125 17 1.182 168 3，296 470 

f奇 玉 11 4，965 451 255 23 2，888 262 7，164 611 
千 諜 4 447 111 60 20 272 

1762 2 
1，790 596 

判E 奈 j潟IJ 3 1，428 476 52 17 487 651 225~ 
新 6 2.257 376 79 13 1，036 172 1，853 30 
畠' UI 5 1.114 222 74 14 862 172 2，039 407 

石 JII 6 863 143 95 15 657 108 1.737 289 
福 3梨1 3 

1，31792 5 
125 70 23 600 200 1，044 348 

μI 6 198 131 21 853 142 2，2301 ' 371 
長 野 13 2，368 182 367 28 2，165 166 8，033 617 
岐 1邑 14 1，245 88 256 17 1，218' 83 5，281 361 

要 同 7 2，346 335 121 18 1，135 189 3，618 603 
女沼 12 3，460 288 209 17 2，316 109 6，919 576 

1賀E 8 1，079 134 188 24 850 106 2，265 283， 
滋京 5 935 167 65 13 635 127 1.52 305 

都 2 412 206 10 5 222 111 335 167 

兵 r<ll 10 2，627 262 108 10 1，154 115 4.421 442 
奈 iミ 2 1，5剖 762 107 53 361 180 590 

21792 5 
』和る

歌 山 2 156 78 34 17 99 49 345 

取根 9 91 101 130 14 629 69 2，744 3倒
島 5 598 119 26 5 403 80 1，314 262 

岡 山 12 2，176 194 485 40 1.403' 106 4，530 377 
広 ぬ 8 1，910 238 156 20 1.012 126 2.496 

32112 3 山 口 6 522 87 79 13 388 64 1，274・

番 )11 2 208 l肘 24 12 157 78 377 188 
愛 ノ 援 11 2;751 250 506 46 1，162 105 4，703 427 

高 知 5 432 86 43 9 210 42 706 141 

佐福
阿 6 1.422 237 88 15 I，31616 4 194 1，774 295 
賀 ， 4 914 228 47 12 78 578 14454 0 

熊長 崎 5 696 139 165 33 臼6 109 2，251 
本 7 1，112 158 77 11 1，029 147 3，0剖 440， 

犬 分 6 774 129 234 39 665 110 3， 194 532 

宮臨 ，児 島崎
5 704 140 66 13 538 107 1，049 209 
5 615 123 46 16 501 100 1.336 267 

合'計 (43) 吋 6開 6/

→ -/叫吋 =J 同侃

1センター平均 | 37i 

ー106ー



松島他、:過疎地域の母子保健の調査研究

(1)妊産婦健康診査及び保健指導の実施状況引
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第 S褒保健指滞部門

出生属数 手L 児 検 診
道 府 nIEt 、 センター数

数 | 突人員 | 延人員
総数|平均総叡|平均総数|平均

ゴむ 海 道 12 2，402 173 422 35 2;347 
11494 5 9，091 757 

背岩 苦車 3 703 234 14 7 434 648 216 
手 13 3.272 251 208 16 3，199 246 8，594 661 

官 披 15 2，400 160 179 11 2，108 140 5，886 392 
秋 岡 2 313 156 16 8 215 108 719 360 

1M 形 6 1，426 237 61 10 1，395 232 2，663 443 
軍主 誠島 111 1，521 138 19 1，319 119 5，160 469 
茨 9i'" -1，888 209 15 1，847 205 4，620 513 
栃 木 14 6，536 466 12 2，350 168 5，221 373 
群 馬 7 1，188 159 115 16 1，711 244 5，238 748 

埼 玉
111 

5，481 552 239 22 5，677 516 12，430 1，130 
|千 3告 564 141 36 9 653 21673 6 L8710944 7 5 

461 
神 1A 3Z JII 3 1，333 444 71 23 828 3， 1，035 
新 潟 6 2，377 3 112 18 2，634 439 6， 1，132 
主f 山 6 1，298 2 85 14 1，252 209 5，714 952 

石 JII 953 158 75 12 821 136 2，102 350 
福 井梨

440 147 20 6 502 167 1，366 455 
山 5 971 194 90 18 920 184 3，390 678 
長 野 131-- 2，733 210 339 29 4，293 330 10，035 772 
岐 皐 141 - 1，672 119 167 11 1，549 110 5，502 393 

強 岡 7 1，648 235 394 56 1，315 187 
1452，，，3O691臼3 8 

628 
愛 知 12 3，827 318 399 33 5，090 424 1，251 

重 8 1，077 134 118 14 1，276 159 333 
滋 賀 5 783 156 114 22 912 182 2，931 586 
凪 、都 2 477 239 16 8 282 141 1，305 518 

兵
路民

10 1，602 149 138 13 1-，780 178 6，455 臼5
奈 2 1，243 621 60 30 791 935 2，047 • 1，023 
和 歌 山 2 156 78 18 9 116 

1058 1 
250 125 

鳥島 取 9 811 96 112 12 915 5，241 582 
摂 6 726 121 22 4 691 115 1，975 329 

'阿 山 12 1，817 151 83 7 1，314 109 2，813 234 
広 島 8 1，744 218 143 18 '1，283 160 4，6901" 586 
山 口 6 臼9 92 59 10 496 82 2，428 404 
呑 )11 2 282 141 24 12 231 116 1，154 577 
愛 媛 11 2，181 198 88 8 1，560 141 4，906 446 

福高 知問
5 492 98 76 15 497 99 1，745 349 
6 1，380 230 66 11 1，510 252 3，06874 8 614 

佐長 賀 4 870 217 72 18 923 230 3， 768 

崎木 5 585 117 82 16 676 136 2，O4751 1 414 
熊 7 1，308 186 50 7 936 133 2， 350 

大 分 6 6751， 112 233 39 546 
1901 3 

1，9811- 331 
宮

児 ι 崎均
5 529 105 38 7 518 228 

鹿 5 関4 136 38 B 783 156 2， 

合 日十 (43) 吋札91 一|的吋 -1176，臼4
1センター平均 | 斗 → 4 560 
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く2)乳幼児健康診査および保健指導の実施状況:

受診率%は会話器I受診回数 回以j-44:+44千qz1!~民草芸
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第 4褒保健指君事部門

受胎調節指導 栄 望量 指 耳事
道 府 F思 センター数

個人叩 | 集団但〉 回 数!延人員
総数 |平 均齢数|平均 総数|平均総数 l平均

北 海 道 3，297 206.0 395 24 9，190 574.3 
2年 117 39 44 14.6 2 l 75 25.0 

岩 手 13 1，032 79.3 1，520 116.9 118 171.7 
宮 担主 15 1，691 113.1 1，875 125.0 114 2，361 157.4 
秋 国 2 235 117.5 7 4 223 111.5 

山 JJ'多 61 1，932 1 322.0 1，661 216.0 107 18 2，516 419.2 
稲 島 10 2，156 215.61 1，557 155.7 61 6 1，431 143.1 
茨 披 81. 519 64.8 1，536 192.0 65 8 1，306 163.2 
栃群 木馬 14 331 23.6 486 34.7 25 2 1，012 72.3 

7 829 118.4 506 72.2 73 10 1，536 219.4 

埼 玉 11 5，526 502.3 1，823 165.7 86 8 1，915 174.1 
千 3藍 4 460 115.0 238 59.5 8 2 271 67.7 

新神宮
奈

潟!II 3 6 6 
2日2

26097863 8 1 
983 327.6 13 4 243 81.0 

1，253 2，678 446.3 76 13 2，175 362.5 
山 577 501 83.5 58 10 1，610 268.3 

石 !II 6 4，997 832.8 392 65.3 15 
3 6 631 105.1 

福 井 3 392 130.6 149 49.6 19 361 120.3 
山 梨 6 1，081 180.1 1，395 232.5 29 5 948 158.0 
長 J 野 13 1，719 132.2 2，058 158.3 109 8 2，981 229.3 
岐 阜 14 1，785 127.5 1，334 95.2 122 9 3，612 258.0 

静 間 6 1，120 186.6 603 100.5 45 
29 3 

346.0 
愛 知 12 588 49.0 883 73.5 281 5， 436.1 

量産
盛 8 703 87.8 104 13.0 66 8 1，819 227.3 
J!l 4 315 78.71' 302 75.5 33 8 1，056 264.0 

京 都 2 85 42.5 188 94.0 5 3 107 53.5 

正~、と .fiIl 10 3，975 397.5 2，082 208.2 117 11 2，635 263.5 $'i与、 iミ 2 41 20.5 52 
26 3 7 

1，984 992.0 
和烏 歌 山 .2 312 156.0 242 121.0 6 130 65.0 

取 963 107.0 637 70.1 69 2，821 313.4 
島 叡 343 68.6 831 167.4 63 13 2，450 49日.0

阿 山 12 1，971 164.7 802 66.8 233 18 7，207 600.5 
広山 島 8 581 72.6 502 62.7 87 11 1，460 182.5 

口 6 580 96.6 188 31.3 54 9 2，048 341.3 
特 )11 2 22 11. 0 52 26.0 7 4 191 95.5 
愛 媛 11 1，646 149.6 1，467 133.3 73 7 2，128 193.4 

知 5 634 126.8 1，405 
21782218.0 6 6 3356 8 3 

7 390 78.0 
阿賀

6 669 111.5 832 10 994 165.6 
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へき地的な地区が多い村である。

この村に母子健康センターが設けられたのは昭和39

年。センター設置前は、村内に産婦人科医師も助産婦も

i人もいなかったりで村内の出産約半数は無介助分娩で

あった。あまり高い山はないが、四方が山にかこまれて

いるこの村には、前記のようにへき地的な部落が多い。

一部りものは村外の病院で入院分娩をしていたが、交

通不便な山間部。部落では、入院分娩をすることができ

ず、医師にも助産婦にも介助してもらえない紫人分娩を

余儀なくされていた。村内の分娩の約半数がこのような

状態であった。近畿地方自和歌山県内で、しかも和歌山

市からそう速くない大塔村に、あったことはおどろくべ

きことである。当然。結果として、母子健康センター開

設以前のこり村の母子保健り状態はきわめて恕かった。

乳児死亡は多く、妊産婦の異常や死産、早流産、妊産婦

死亡も多かった。

この状態を改善するために、金村的な熱意.によって母

子健康センターが設置された。村内に助産婦が1人もい

なかったりで、セ γター開設と同時に他町村から 2人。

助産婦を移入し、セ γターに常勤してもらった。他町村

由産婦人科医師にセンタ-<1)蝦託医を餐嘱し、助産事業

の体制を整えた。

セγターの利用率は年々向上し、昭和42年度において

は、村内出生数71名町うちセγター内分娩は53名で利用

率は75%になり、無助介分娩は完全に解消された。

(司離島における母子健康センター申実例

わが国で離島が最も多い長崎県には犬小合せて約 600

の烏がある。このうち人間カ冶んでいる島だけでも約

300余りある。長崎県に現在15ヵ所の母子健康セシター

があるが、そのうち8ヵ所が離島に設けられている。離

島優先の方針でセンター設置施策がすすめられてきた。

五島列島は面積も大きく、人口も多い。五島というり

は中通島、若松島、奈留島、久賀島、福江島の五つの島

の総祢である。福江島がいちばん人口が多く、その次が

中通島である。

母子健康セ Yターが附設されている上五島町は五島列

島のいちばん北部町中通島にあり、人口 1.100人の漁業

の町である。長崎港から船で約四時間半かかる。

こり島に母子健康セνターが設けられたのは昭和39年

12月で、町立病院に隣接して建てられ、病院と緊密に述

けいしで運営されている。開設以来の業線はすばらし

く、離島の母子保健D向上に大きな貢献をしている。

セγターができる前は、大部分が自宅分娩であった上

五島町には産婦人科医師がいないりで、長崎大学病院の

産婦人科医が1ヵ月交代で町立病院に出張勤務をしてお

り、母子健康センターの嘱託医を兼ねている。センター

勤務者は専任助産婦2名、給食婦 1名、雑役婦 1名、音1

4名である。助産婦のうち l名は保健婦の有資格者で保

健指導も担当している。助産申取扱数は年間26口 ~270件

もあり自宅分娩はほとんどなくなっている。

このセ γターには専用自動車が2台ある。 1台は全国

連合会の県支部から配車された母子保健指導率であり、

もう 1台は山間部のせまい道路を遜って各部落を巡回す

る小型乗用車で、これは町費で購入したものである。こ

り2台の乗用車をフルに使って娃産婦の輸送と部落単位

の訪問指導が行なわれている。このような努力により、

娃婦検診、乳児検診はほとんど全員が受診しており、

100%に近い検診成績をあげている。

妊婦検診の内容は尿、血圧、ワッセルマン反応、貧

血、血液型のほか胸部レγ トゲン検査まで行っている。

これは町立病院の援助によるところが大きい。育児相談

はセンター内相談のほか、遠い地区は巡回相談を行って

好評を博している。巡回指導は保健所の保健婦と栄養士

がセンターの保健婦に協力し、 3名で突施し、 12地区を

一部落3ヵ月に1回の割合でかなり濃密に行っている。

また、このセシターの特色の一つは母子栄養指導が非

常に活発に行われていることである。離乳食指導と妊産

婦栄養指導を個人指噂をしているほか、保健所の栄養士

が毎週 1回セ γターで料理講習を行っている。これには

少ない時で30人、多い時は60人以上の人が毎回熱心に受

講している。こり結果、最近では受講者がり -，tーとな

って各地区で自主的な料理統習を行うようになり、食生

活り改善に著しい成果をあげている。

離島町母子健康セシターとしては長崎県のみでなく、

北海道南部り奥尻島や最北端の利尻島にも母子健康セン

ターが開設されており、上五島町のセンターとほぼ同様

の母子保健事業が推進されている。

5 母子健康センターの問題点と今後の課題

前掲の突例は典型的な過疎地域の突態であり、それら

り地域における母子健康センター白役割と成果を示した

ものであるが、全国 616ヵ所。母子健康セ γ タ-<1)設

置地域の大部分は大なり小なり共通した突態をもち、各

センターの活動状況やfの成果についてはある程度の差

異はあるが、そり多くは前掲の突例に近い役割を果して

きている。しかしながら、急速な高度経済成長によって

もたらされた社会情勢町変化的流れのなかにあって、母

子健康センターは大きな転換期に直面し、 'iT<り問題を

かかえている。

まず第ーにあげるべきことは、最近数年聞において母
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子健康セ ~.f ーの新設数が極度に話~片山きJた ζ とであ

る。母子陸U康センターの設怪施策が発足した昭和3.~~害廃

から42年度ごろまでの約10年間には毎年50~所前後の母

子健康セ Yターが新設されていたが、u昭和43年度から新

設数は年々減少し、 43年度は37:11，所、';44年度は28列所、

45年度は18ヵ所、 46年度は20ヵ所、 47年度は健全、12ヵ所

に激減した。その原因とじては次白ことがあtJ;e訪れる。

①病院、、診療所等の医療機関Tの入院分娩が、増加

1..-， -農flJ漁爽地域においてιも自宅分挽が著u減少し-;:

きたため母子健康セ γターの助産事業平対fる弓 -fが

減退したこと。

②過疎地域においては若い年令周が都市に転出Lた

ため出生数が減少 Lたこと。

③地域助産婦白老全化によ柱母子健康セおタ-(1)助

産部明白要員確保がむずかI.:-~なつできたとi主。 、

などの事由により、助産設備を併設する手;とを原別と

している従来の母子健康ゼγ失ーの魅力主 .=，;.-;yが大き

生後退Lたことが最大田原因と考えられるぶ

次に既設の母子健康センター巳ヲいで担問題巳ついて

みると、いちばA:;太きな問題は、泡"'./..:/;{-勤務助産婦の

老令化である。全国66ヵ所。母子健康セシターの勤務助

産婦の平均年令は、すでに60才近〈になっτおり、助産

部門。運蛍が図難民なりつつあるセ(ヰタマ-も一部にでて

、
F

、、、
r
 

きrて、川る。 bかも、わが闘では助産場。志望者が少な

し〈惇子健康センター合みマなら病院。摩耗や産科診

療所でも助産婦の不足が深刻化している。こ。現状に対

して、助産婦の箆成対策は遅々とLて進んでbえない。がし

たがっていこのまま支は母主健康セ γ タ乍自助産部開は

近い将来助彦婦不足により盛大な支障が生じるこるとが憂

慮さ、れだい，る。ヮ i

また母子健康セシター勤務助産婦今給与水準は告セシ

ターにより大きな務差があり、全般的には病産院など他

の助産施設に比べてきすさめ主低水準ずあるκこむことも

後続助産婦の確保を周撲にLている重繋な要因1である。

一方、母子健康セ γタでて設置市町村においでは、セ γ

タぞでの迎蛍.'#1院三つい"c.~因。援助、が不十分【年間 1 宥所

有0万円φ特別交付税)，なため<~々多額由連蛍費を市町

材、ρ苦しい財政か与支出、与τ夕、号ヰ=め、助産婦。待通改

善が困難な状況である。

いこれらの間短をだかえてム過去15年問告地巴おいて母

t保健斜向上に幸大。梁績を品切tきた母子健康守抗手

寸は今や大き恨転換期に直面1..-，てい、る、0，' 

以上りような諸情勢与対しら揮しい時伐に対応しで母

子健康セシターのあり方を改善し、保健指導部門吉中心

と7tる事来申発展をいかtーするかが今後の課題であ予と

考えられる。 1 。

、、 J 、i

四〉 過疎地域の母子保健、(総預)，;• 

i ず i

調益要、約 rι

J 丑)でベ岩手県!とおいては

， (1):'田島逮郎(分担研究者〉が岩手県における母子保

協ーその現状と対策一世まとめたが、要約すると

"(i) :過疎の背景ヘ

L岩手県は北海道以外我が国最犬。県で四閣の広さに匹

敵t;".人口 136万人E昭46年〉、火口密度89:2(昭46年3
T、て人口流出が多く、過疎世也被対策緊急措麗法自適用市

町村は63市町村のうち19市町村 (30%)，比及んでい;6ぶ

②、医師、パラメデカ JV7.--P!'-')'フじ医療機関り現状'

a')'医師や医療機関が盛岡市など都市に集中じτμ:<;'

のは、他。県とも同様の現象である。、，，，<に医師は盛岡

市在中心に商部の東北本線沿いに%が集中bじているの

てを'~':~t'部主くに北上山系及び奥羽山系の市町村では極度

k:1I院な，J"~Ó 、 _'二止、 〆U

bヨ過疎地町医師不足対策は県ギ市町村、調保巡県医

"、

， -

師会、県立病院医師連合会、その他においても真剣に考

えられているカt、きめ手の対策はまだない。、

， (a)県い./'，.'一%と̂-_'

，@:昭年制度がら岩手医科犬学の協力の下にじ県出

身白医学生町養成を行つでいるぷ (47年で38人養

i 成中、歯科医師養成s'VS' 九 件

@忌た、J県医療局でも医学部学生ベの奨学金制度

を行っている。

@日自治医科犬学長3¥名ずづを送り養成じでいる。

@ 県では、医師過少地域 f人口10万対医師40名以

下の地按〉に医師を議致す石目的で'47'年度がち、

地域開業医師記t'i::融資G'てい石)

。〉保健婦、震護婦、助F産婦

(a)ず養成滋関 ，，¥_.;¥ 

@保健婦は1機関に'15省、r 保健婦助底知科が15名

にすぎない。
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